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２０２２年～２０２５年日本人渡航者の推移
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2023年 日本からの渡航者数１月‐12月 805,611人
2024年 1,050,904人
2025年 前年比＋４％



なぜタイで教育旅行なのか。

• ２０２７年は日タイ修好１４０周年となります。

→新千歳－バンコク間の直行便があり、人的交流が可能である。

• 日本の企業がタイに多く進出しており、流通上においてタイを起点にメコン
川流域の国々とのビジネスも行われている。

• 北海道からも企業が進出していることもあり、タイでは北海道の認知が高い。

→ツルハドラッグ様やニトリ様もタイを市場として現地に店舗を展開

• タイとのスポーツ交流も盛んにおこなわれている。

→コンサドーレ札幌でスパチョーク選手も活躍

• タイのチェンマイ県と北海道庁は１０年の友好関係がある。また、麺や米な
どの食文化でも共通しているところがある



学校間交流や文化交流
●タイの学校について

タイの学期は2学期制で、1学期5-10月 2学
期11-2月下旬もしくは3月上旬です。 ６・３・
３制です。

小・中・高校生を対象にした修学旅行やサマー
キャンプ、専門学校・大学など実習や教育旅行
でもタイを取り上げているところがあります。

学校によっては、日本語教育を行っているところ
があるので、そのクラスに参加したり、スポーツ
や料理教室、舞踊を通しての交流が可能です。



エレファント・ケア・体験プログラム

●北部チェンマイ・ランパーン
タイで象とふれあいを持つことで、動物たちがよりよい生
活を送れるようにするための取り組みを理解してもらうこ
とを目的としています。

１．タイ象保護センターとエレファントホスピタルを訪問
し、獣医師からタイにおける象の過去と現在の状況や象の
健康を守るためのセンターの取り組みを学ぶ

２．観光業や伐採業に従事した象の引退施設であるカン
タ・エレファント・サンクチュアリを訪問し、屋外の博物
館で象の糞の繊維から紙製品を作る工程などを学ぶ

３．パタラ・エレファントファームで、象へのアプローチ
の仕方やえさの与え方、健康状態のチェックなど、象とコ
ミュニケーションをすることを学ぶ



• バンコク・ルンピニースタジアムにてムエタイの

トレーニング体験や施設見学を２時間で実施。

写真はモンテディオ山形のU-14 の選手たちです。

ムエタイ体験プログラム



• 第二次大戦中の日本軍捕虜施設やビルマ侵攻で日本軍が残した足跡や鉄道
などを見学することが可能です。カンチャンブリーやメーホンソーン、
チェンマイなど

平和学習プログラム



• アユタヤ時代に海外との貿易など交流があり、日本人町跡なども残っている。
また、ユネスコの世界遺産に登録されているので、併せて見学もできる。

歴史学習プログラム



• 首都バンコクでは、タイ古式マッサージは、ユネスコの世界無形文化遺産
に登録されており、ワット・ポーなど総本山でタイマッサージを学ぶこと
もでき、タイ式ヨガ（ルーシーダットン）も体験できる。

ウエルネスプログラム



• タイには外資系の企業が多く進出しており、インターナショナルスクー
ルや欧米の大学の分校などある。また、タイの高校では英語学科もあり、
そことの交流も可能になる。

• タイ語や英語学校もあり、そこで専門的な分野、例えば、観光やビジネ
ス、病院などで使う英語を学習できる。

タイ語・英語プログラム



コミュニティベースド・ツーリズム
Community-based tourism in Thailand 【CBT】

地域コミュニティが主体となり、地域の歴史や文化、産業、暮らしなどを守りながら、それらを観光コ
ンテンツとしてもアピールし、地域の活性化を目指すツーリズム形態のことをいう。 海外ではオー
バーツーリズムの緩和にもつながると考えられており、持続可能な旅として近年注目を集めている。

【CBT】モデルコース

バーン・ライゴーンキン・コミュニティ｜チェンマイ県

1. よく食べる – 有機野菜の収穫
2. よく生きる – 村を散策して質素な生活を学ぶ
3. よく眠る – ホームステイ先で質の良い睡眠
4. よく呼吸する – 田園地帯できれいな空気を味わいながら自転車で散策
5. 良い知恵 – ランナーの知恵で心身をリラックス
6. 良いハーブ – 地元の知恵が詰まったハーブ製品で不調を緩和
7. 良い心 – ワット・トンクウェンで僧侶に敬意を払い、
ランナー建築の寺院を見学



• チェンマイ県にあるInn Pun 
Farm ではオーガニック栽培や
有機養鶏などを行っている

• 合鴨農法は、合鴨（アヒルと鴨の交配
種）を田んぼに放し、害虫や雑草を食
べさせて除去し、その糞を肥料とする
農法です。タイのロップリー県でも行
われています。

農業体験について





●国際的医療施設評価機関JCIの認定受けた６７病院

●日本語で治療が受けられる。

→日本の大学を卒業し医師免許取得した医師や日本

語が話せる看護師がいる。

→日本語が出来るリエゾンサービスがある。

→日本人医師が常駐している。

●海外旅行保険や国民健康保険、現地保険など適用

医療体制



タイ国政府観光庁 Information

タイ国政府観光庁 東京事務所

〒100-0006 東京都千代田区有楽町1－7－1 有楽町電気ビル南館２階

TEL : 03-3218-0355 FAX : 03-3218-0355 E-mail : info@tattky.com

www.thailandtravel.or.jp
タイ国政府観光庁

@ThaiBLLovers@AmazingThaiJP

@amazingthailandjp @Amazing Thailand JP

@tat.jp

@AmazingThailandJP

タイの観光に関する情報は

タイ国政府観光庁公式ウェブサイト/公式SNSをご覧ください

タイ国政府観光庁（日本）公式ウェブサイト

タイ国政府観光庁（日本）公式SNS

TAT タイBLアカウント



コープクン・クラップ !!

ขอบคุณครับ
タイへお越しください!!


